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【発表のポイント】

l 国土地理院が運用する GNSS（注 1）観測網（電子基準点網（以下、

GEONET））全国約 1,300 カ所と、ソフトバンク株式会社（以下、ソフトバ

ンク）が運用する全国 3,300 カ所以上の独自基準点データを統合し、日本

列島全域の地殻ひずみ速度場をこれまでにない空間密度で推定しました。

l 新潟－神戸歪集中帯や奥羽脊梁山脈周辺などで、地震活動・火山分布・地

震波速度構造と対応する特徴的なひずみ分布が明らかになりました。

l 本研究は、内陸地震発生場の理解や地震ハザード評価の高度化に向けた基

盤情報となることが期待されます。

【概要】

地殻のひずみは、内陸地震が起こりやすい場所を理解するための重要な手が

かりです。これまでも GEONET を用いた解析は行われてきましたが、観測点

の間隔に限界があり、局所的な地殻の変形の理解が不十分でした。

東北大学大学院理学研究科の大舘未来大学院生（日本学術振興会特別研究

員）、太田雄策教授、北海道大学大学院理学研究院の大園真子教授、髙橋浩晃

教授らの共同研究グループは、国土地理院が運用する GEONET と、ソフトバ

ンクが全国に展開する 3,300 カ所以上の独自基準点を組み合わせ、日本列島の

地殻がどこで強く変形しているのかを、従来よりも細かく可視化しました。

本研究では、2019 年 11 月から 2023 年 12 月までのデータを用いて品質を確

認し、選別した 3,606 カ所の観測点から、これまでにない空間分解能で日本列

島全域のひずみ速度場を推定しました。これは、国の基盤観測網と民間の高密

度 GNSS 観測網を統合することで、内陸地震の発生場をより詳しく把握可能で

あることを示す成果です。本成果は、内陸地震の発生メカニズムの理解や、将

来的な地震ハザード評価の高度化に貢献することが期待されます。

本研究成果は、2026 年 9 月 22 日付で国際学術誌 Earth, Planets and Space
に掲載されました。

国と民間の GNSS観測網を統合し、 
日本列島の地殻の「ひずみ」を超高解像度で可視化
－内陸地震の発生場を理解するための新たな基盤情報に－



 

 

【詳細な説明】 
研究の背景 

日本列島の地殻は、プレートの沈み込みや内陸活断層の運動により、常にゆ

っくりと変形しています。この変形の蓄積であるひずみは、内陸地震がどこで

起こりやすいのかを理解するための重要な手がかりです。 
これまでも、国土地理院の電子基準点網である GEONET によって、日本列

島全域の地殻変動は詳しく調べられてきました。一方で、観測点の間隔には限

界があり、局所的なひずみ集中を十分に捉えきれず、活断層等に蓄積するひず

みの量の定量化を進める上での課題となっていました。 
近年、ソフトバンクは、誤差数センチの測位をリアルタイムで実現する高精

度測位サービス「ichimill（イチミル）」を提供しており、全国 3,300 カ所を超え

る独自基準点を整備・運用しています。この民間の高密度 GNSS 観測網を地球

科学研究に活用することで、従来よりも細かく日本列島の地殻変動を捉えられ

る可能性があります。 
 

今回の取り組み 
東北大学大学院理学研究科の大舘未来大学院生（日本学術振興会特別研究

員）、太田雄策教授、北海道大学大学院理学研究院の大園真子教授、髙橋浩晃

教授らの共同研究グループは、国土地理院が全国で運用する GEONET 約 1,300
カ所と、ソフトバンクが全国に展開する 3,300 カ所以上の独自基準点を組み合

わせ、日本列島の地殻がどこで強く「ひずんで」いるのかを高い空間分解能で

推定しました。 
本研究では、2019年 11月から 2023年 12月末までの GNSSデータを用い、

品質を確認した両観測網の 3,606 カ所の観測点に基づいて、日本列島全域の高

解像度なひずみ速度場を推定しました。その結果、GEONET のみを用いた場合

に比べて、より小さい空間スケールのひずみ集中構造を捉えられることに成功

しました（図 1）。 
特に、新潟‐神戸歪集中帯、北海道北部、山陰地方せん断帯、奥羽脊梁山脈

周辺などで、地震活動や火山の分布と対応する特徴的なひずみの集中が明らか

になりました。これは、国の基盤観測網と民間の高密度 GNSS 観測網を統合す

ることで、内陸地震の発生場をより詳しく把握できることを示す成果です。 
 

今後の展開 
本成果は、日本列島がどのように変形しているかをより細かく捉えるための

新たな基盤情報となるものです。今後、個別の活断層帯や火山地域を対象とし

た詳細解析を進めることで、内陸地震の発生メカニズムや、地震・火山活動と

地殻変形の関係について、より深い理解につながることが期待されます。 
また、高密度 GNSS 観測網を継続的に活用することで、将来的には地震ハザ



ード評価の高度化や、防災・減災に資する地殻変動モニタリングの発展にも貢

献できる可能性があります。 
 

 
図 1. (a)超稠密 GNSS 観測網の観測点分布。丸が GEONET、四角がソフトバン

ク独自基準点を示す。塗りつぶしたシンボルを地殻ひずみ速度場の推定に用い

た。（b）超稠密 GNSS 観測網から推定された超高解像度地殻ひずみ速度分布。

面積ひずみ速度と主ひずみ速度を示す。（c）超高解像度地殻ひずみ速度場（最

大せん断ひずみ速度）と震央分布の比較。灰色の線が活断層、1923/01/14-
2023/12/31の期間に発生した、水色の点が深さ20km以浅、青の丸が深さ20km
以浅マグニチュード 5.5 以上の地震の震央分布を示す。 
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【用語説明】 
注1. GNSS（Global Navigation Satellite System）：全地球測位システム。人

工衛星からの電波で位置を測定する技術を指します。高精度に位置を推定

することで、地殻の動きをミリメートル精度で把握することが可能です。 
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